ポ— と は、 H ドガ ー、 ァ ラン、 ポ— のこと です。 ポ— 

は 初め フランスに 紹介され た 時分に はポ— ヱと 呼ばれ 

てゐ ました。 英国人 等に も、 この 読み方 をす る ものが 

あります。 けれども、 ポ— がた- V しい こと は 明かです。 

モー つ 名前に ついていへば、 ヱ ドガ ー はい ゝが、 ァラ 

ンは 決して 彼が 自ら 持って をった もので ない とい ふこ 

とです。 つまり、 ァ ラン だけ は 全然 余計な もの だとい 

ふこと です。 

◊ 

ポ— の 父 は H ドガ—、 デ ビット、 ポ— とい ひ、 ポ— 



残された 男です。 (名 を 後世に 残さん とする 者 は、 後 

世に 生命 あるで あらう 芸術家に 何でも かま はず 暄嘩を 

売る ことです ) 

ポ— は 一 八 〇 九 年 ボストンに 生れた 人です。 彼が 最 

もよ く 世に 知られた の は、 批評家と して y した。 二十 

六 歳の 時、 彼 は 既に 立派な 批評家と して 全米に 認めら 

れ ました。 ポ ー の 批評 は 辛辣で 鳴る ものです。 関係し 

た 新聞 雑誌の 数が 四十 幾つ、 発表した 論文が 八 百 あま 

り、 この 事実から 見て、 彼が 名文家たり 得ないで あら 

うこと は 窺 はれます が、 事実 彼 は、 名文家で はあり 得 



ポ— に は 中庸なる 批評 は 出来なかった のです。 そし 

て、 いふ 迄 もな く 罵倒 非難した もの、 方が 遥に 多い の 

です、 彼の 唯一 の 友人 口 1H ル さへ、 彼ポ— は 毒薬と 

インキ 壺と 間違へ てゐ ると いった 位で、 彼の 筆端 は 火 

を 吐いて 辛辣に、 人に 迫った のです。 だから、 彼に は 

味方と いふ もの は殆ん どありませんでした。 彼が その 

終生 を 不遇に 了った の は 故 ある ことです。 

然し ポ— の 悪口 は、 彼 自身の 哲学から 出て ゐ たので 

すから 止む を 得ない ことです。 ポ— に 従へば、 批評の 

役目 は ァラを 探す ことに あると いふので す。 ポ ー は斯 



詩と は 云っても、 それ は 芸術 を 代表 さして 云って ゐる 

のです。 そして 快楽 は 何処から 生れる かとい ふに、 そ 

れ は 美 を 感ずる ことから だとい ふので す。 この 主張 は、 

彼の 芸術の 為め の 芸術の 先駆 を 為した ものです。 

ポ— は、 だから 所謂 教訓 主義に は 絶対に 反対し まし 

た。 ポ— の 美に 対する 考へ方 は、 その 最も 高い もの は 

メランコリックな ものである。 とい ふので した。 ポ— 

が、 この 芸術の 為め の 芸術 を 主張した 当時 は、 何等 省 

みられませんで したが、 やがて、 フランスに 影響し 露 

こと A、 

英 悉 くその 風靡す るに 任せた こと は 御存じの 通りで 



また 彼 は Totality of effect とい ふ 言葉 を 使 ひました 

彼 はこの 見地から、 詩 は 一気に 読み 得る もので なけれ 

ばなら ない と 主張し ました。 当時 対岸の 英国に は 長 詩 

が 非常な 勢 ひ を 持って ゐ たのです から、 その 時、 敢然 

として 斯う 云 ひ 得た 彼の 卓見と 自信と は 偉と すべ きで 

◊ 

ポ— は 彼の 失 楽園の 如き は 決して 詩で はない。 彼れ 

は 詩が 所々 にあって、 それ を 散文で つないで ゐ るの だ 



バルチ モアの 親戚の ものが、 漸くに して 石 を 求め、 

石屋に 刻ませ、 いよ/ \ 出来上がら うとした 時、 列車 

が 脱線して その 家に 飛込み、 ポ— の 石碑 は 微塵に 砕か 

しま 

れて 終った のです。 

◊ 

其 後久し くして、 其 地の 学校の 女 教師が 主唱と なり、 

永く 掛 つ て 寄附 金 を 集め 漸くに し て 石碑が 建ちました、 

けれども、 其の 除幕式に は、 当時 米国の 文人に して 名 

ある もの 一 人 も 参列し ませんで した。 その 中に、 タツ 

タ 一 人、 年老た、 淋しい 一 人の 人 丈け が、 黙々 として 

その 墓碑の 前に 立ちました、 それ は ホイットマン でし 



底本 ： 「芥川龍之介 全集 第 十二 巻」 岩波 書店 

1996 (平成 8) 年^ 月 8 日 発行 

入力 ： もりみ つ じゅんじ 

校正 ： 松 永正敏 

2 002 年 5 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



